
                                          年４回発行（季刊） 

市民活動支援センターは、社会に貢献しようとする市民、市民活動団体を応援します

体験型市民農園第１号モデルの開設を目指して
上尾の遊休農地を考える会

平成 24 年度の「協働のまちづくり推進モデル事

業」に採択された、遊休農地の活用策を調査研究し

ている「上尾の遊休農地を考える会」（石川直巳代

表）は、市農政課と協働で、体験型市民農園の市内

開設に向けて、昨年１０月に農業者を対象とした講座

と先進地視察を行いました。 

 講座と見学会には市内の農園関係者ら約３０人が

参加。練馬区で全国初となる体験型市民農園を開設

した、全国農業体験協会理事長の加藤義松さんが

「農業体験型の運営上のポイントについて」と題して

講演しました。 

加藤さんによると、“体験型市民農園”は区画貸し

農園と異なり、農園主

自らが栽培計画を立て、

入園者に野菜づくりを

指導するのが特長で、

新たな農業経営の形

態として全国に普及し  

【講演する加藤さん】  ています。加藤さんは「安

定した農業収入の確保」や「都市住民と農業者の交

流」などをメリットに挙げながら、「そこで過ごす時間を

楽しむことが大事」と強調しました。  

【新座市にある体験型市民農園を見学する参加者たち】 

 午後からはバスに乗り、新座市にある「とうかやま農

業体験塾」を見学。閑静な住宅街に囲まれた農園で

は、キャベツやブロッコリーなどの青々とした野菜が

栽培されています。 

園主の並木徹夫さんは、「農業経験がなくても失

敗なく、高品質の野菜を収穫できるのが体験型市民

農園の魅力」と話し、「農園主としても利用者と交流

するのが楽しい」と笑顔で語っていました。 

このほか、同会は「活動体験型市民農園開設ガイ

ドブック」と「利用募集のガイドブック」を作成。開設者

向け相談会も２回実施し、２７年春の開設に向けて準

備を進めています。 

平成２５年度も協働モデル事業募集します！ 

 平成２５年度も協働モデル事業を実施します。事業化が決定した場合は、５０万円を限度に補助金を交付します。 

▼応募要件 ５人以上で構成し、１年以上継続して市内で活動している団体など。 

▼募集要項 ４月２日から当センターで配布しています。市 HP からもダウンロードできます。詳細は要項をご覧ください。 

▼応募方法 応募用紙に必要事項を記入し、必要書類を添えて４月３０日までに直接当センターにお持ちください。 



多彩な市民活動、楽しく学びました 
平成２４年度の上尾駅前市民塾は、３月２日の「種

から育てる花栽培教室 アピニアで花の街をつくろ

う」で終了しました。25 年度も引き続き開催します。 

 多彩な市民活動を知ってもらうとともに、その活動

内容を楽しく学んでもらおうと２４年１１月から始まった

上尾駅前市民塾には、定員を大きく上回る応募をい

ただきました。 

２５年度の第１期（５月～７月）の募集は終了しまし

たが、第２期（９月～１１月）、第３期（平成２６年１月～

３月）も順次募集しますので奮ってご応募ください。 

 

【上尾駅前市民塾「アピニアで花の街をつくろう」の様子】 

 

交流の輪が広がりました  

「上尾に『まちの映画館』をつくる会」と当センター

は2月3日、2回目となる市民活動団体と市民との交

流事業「みんなでつながろう 上尾」を協働事業とし

て開催しました。 

 この事業は、映画を鑑賞する市民に対して、市民

活動団体がイベントや活動を PR するなど、団体、市

民の交流を深める事業です。 

  
【ワールドカフェ方式の交流会】 

今回は 13 団体が参加。映画「happy」の上映後に

は、コーヒーを飲みながら、同じテーブルの人と感想

や意見を交わす「ワールドカフェ」が開かれ、交流の

輪が広がっていました。 

協働事業の成果を３団体が発表 

協働のまちづくりの模範となる事業を実施する「協

働のまちづくり推進モデル事業」の報告会が 3 月 16

日、市コミュニティセンターで開かれ、平成 24年度に

事業を行った 3団体がその成果を発表しました。  

 
【協働事業成果を発表する団体】 

事業報告を行ったのは、小中学校などで自転車の

マナーアップ講座などを開いた「ぐるっとサイクリング

同好会」、農業者に体験型市民農園に対する理解を

深めてもらう活動を展開した「上尾の遊休農地を考え

る会」、市民活動 PR など交流の場づくりや移動映画

館事業を実施した「上尾に『まちの映画館』をつくる

会」の 3団体です。 

 発表者は、写真やアンケート結果をプロジェクター

で映しながら、事業や成果を説明。約 40人の来場者

も熱心に耳を傾けました。最後に選考委員会の平修

久委員長から、「“つながる”がひとつのキーワードだ

った。つながるには、相手が何を望んでいるかを考え、

時間をかけながら信頼関係を築いていく必要がある。

今後も地道な活動が続くことを期待したい」との講評

がありました。

市民活動支援センター平成 25 年度事業計画 

現在検討中のため、詳細は今後紹介します。 

①シニア世代地域デビュー支援事業 

 講演会や活動団体の紹介、交流会を実施します。 

②公開講座 

 市民活動を活性化していくための講座を開きます。 

③協働のまちづくり推進モデル事業 

 模範となる事業を募集して実施します。 

④上尾駅前市民塾 

 市民が“教え学び合う場”を定期的に開催します。 



  

自分らしく安心して暮らせる地域社会を       ＮＰＯ法人なごみ   

「ＮＰＯ法人なごみ」は、誰もが自分らしく安心して

暮らせる地域社会を目指して、主に①福祉有償運送

サービス②避難者支援③学習支援―の３つの事業

に取り組んでいます。 

 「福祉有償運送サービス」は、身体的な理由などか

らバスや自転車などでの外出が困難になった高齢者

向け送迎サービスで、通院や買い物などに利用され

ています。料金はタクシーのおよそ半額で、現在約

160 人が利用しています。 

 

【避難者の皆さんの交流会の様子】 

東日本大震災の影響で福島などから上尾市に避

難している人は、現在３００人以上。避難している人

たちに尐しでも「上尾に住んで良かった」と思ってもら

えるように「ふれあい訪問Ｐ－１(ピーチ)」を結成し、交

流会支援や訪問活動を行っています。 

 このほか「学習支援事業」として、主に小学生を対

象とした無料の学習支援教室「宿題カフェろばの子

の会」を、学生や社会人のボランティアの人たちと開

いています。 

いずれの事業もボランティアの力で成り立っていま

す。代表理事の神田和彦さんは、「社会のために自

分の時間、能力を提供する方が１人でも増えることが、

より良い社会をつくることにつながっていく」と話してく

れました。 

 

作る喜び、贈る楽しみ                                   折り鶴会   

折り紙の普及と脳の活性化を目的に活動している

「折り鶴会」は、上尾西地域包括支援センターで開か

れた「脳の健康教室」の受講者有志により、自主グル

ープとして平成２２年に結成されました。現在の会員

は１０人で、会場手配や会計などを分担しています。 

取材したこの日は、桃の節句が近いことから、“お

ひなさま”を制作していました。 

日本折り紙協会会員で講師インストラクターの黒沢

      

久代さんに教わりながら、会員たちは用意された折り

紙で、練習を兼ねて試作。本作品は、家で完成させ

ます。 

会員の一人は、「覚えた折り方を他の人に教えたり、

孫にプレゼントしたりすることで周りが和やかになる」

と喜びややりがいを語り、「頭や指先を使うと脳のトレ

ーニングにもつながります」と話していました。 

黒沢さんは、四季折々の草花、動物などを題材に、

制作物を考案。最近では、クリスマス・リースや正月

向けの鶴や松などを制作しています。敬老会、イベン

ト「ふれあい広場」などに参加して、作品の提供をし

ています。 

ＮＰＯ法人 なごみ       代表理事：神田和彦さん   

電話：048（780）2286 メール：ageonagomi@yahoo.co.jp 

ボランティア募集中！ 

【一緒に折り紙を楽しむ様子】 

折り鶴会              会長：小穴睦子さん 

電話：０４８（７７３）７２３４ 

会員募集中！ 

mailto:ageonagomi@yahoo.co.jp
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情報誌タイトル“むすびん”は、「結ぶ」と「お便り」を合わせており、人、市民活動団体、市などを結びつけ

たいという思いを込めています

情報誌タイトル“むすびん”は、「結ぶ」と「お便り」を合わせており、人、市民活動団体、市などを結びつけ

たいという思いを込めています 

神田あおいのあげお講談会 

女流講談師、神田あおいさんによる講談会を

開催します。 

◇５月２５日（土曜）午後２時開演（１時半 開場） 

場所：上尾市文化センター小ホール 

入場料：前売り 1500 円、当日 2000 円 

     前売り券は4月13日から文化センター、

市コミュニティセンターで発売 

問い合わせ：上尾に「まちの映画館」をつくる会

の佐藤さん＝070（5545）9821 

皆さまからのイベント、ボランティア情報をお待ちしています！ 

◎編集・発行 上尾市市民活動支援センター 

開館日 ：火～日 午前９時～午後９時（日曜は午後５時）まで 

休館日 ：毎週月曜、土・日を除く祝日、年末年始 

電話   ：048(778)1810   ＦＡＸ：048（778）1820 

Ｅメール：s53500@city.ageo.lg.jp 

ホームページ：http://www.city.ageo.lg.jp/soshiki/s53500/ 

Ａ．定年までに働いた時間数と、定年後に得る自由

時間数を試算した結果があります。 

＊学校卒業から定年を迎えるまでの38年間に働いた

時間数が 

 12 時間×5日×50週×38年＝11万 4,000 時間 

＊定年後の自由時間数は 

 14 時間×365 日×22年＝11 万 2,420 時間 

（14 時間は 1 日 24 時間から睡眠や食事等の時間を

引いた自由時間。22 年は 60 歳男性の平均余命） 

 なんと両者の時間数が、ほぼ同じ 11 万時間になっ

ているではありませんか。 

 退職したらその先に、新入社員から定年まで過ごし

た長い長い時間と同じ時間が待っている。この時間を

有意義に過ごすためにはどうしたらいいだろう…と考

えると思いますが、答えはそれほど難しくないのでは

ないでしょうか。 

 仕事社会に役割を持ち 11 万時間を有意義に過ご

してきたのですから、これからは地域社会に役割を持

ち、地域から必要とされる存在として 11万時間を過ご

せばよいのです。そういった存在になるための初めの

一歩が「地域デビュー」です！ 

 

 

          情報ファイル   

Ｑ．定年後の地域デビューって？ 

 編 集 後 記 ◆「春は出会いと別れの季節」といわれます◆この春から、仕事をお辞めになって地域

活動や市民活動に一歩踏み出そうと思っていらっしゃる方も多いのではないでしょうか◆そんな時は、機会が

ありましたら市民活動支援センターにお立ち寄りください♪                    (照)(枝)(麻) 

こころの健康まつり２０１３ 

◇6月16日（日曜）午後1時から（12時開場） 

場所：市文化センター大ホール 

第１部：利用者やその家族による体験発表 

「あなたに出会った 何かが変わった～精神

障害がある人の出会いの物語」 

第 2部：吹奏楽チャリティコンサート 

入場料：大人 1100 円、中学生以下 700 円 

前売り券などの問い合わせ：あげお福祉会 

後援会事務局＝048（777）2188 

mailto:s53500@city.ageo.lg.jp
http://www.city.ageo.lg.jp/soshiki/s53500/

